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毎
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

よ
り
多
く
の
方
に
文
化
財
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
東
京
都

が
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

事
業
は
大
き
く
分
け
て
、
都
内
に

あ
る
文
化
財
を
一
斉
に
お
見
せ
す
る

「
公
開
事
業
」
と
文
化
財
め
ぐ
り
や
特

別
展
、講
座
な
ど
を
行
う「
企
画
事
業
」

の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

市
内
で
は
、
次
の
東
京
都
指
定
文

化
財
が
公
開
事
業
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

こ
の
秋
、
市
内
の
文
化
財
に
ふ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈
通
年
公
開
〉

・
広
徳
寺
境
域
、
タ
ラ
ヨ
ウ
、
カ
ヤ

・
深
沢
家
屋
敷
跡

・
軍
道
紙

・
瀬
戸
岡
古
墳
群

・
前
田
耕
地
遺
跡

・
西
秋
留
石
器
時
代
住
居
跡

・
二
宮
神
社
並
び
に
城
跡

・
地
蔵
院
の
カ
ゴ
ノ
キ

〈
特
別
公
開
〉

・
五
日
市
憲
法
草
案

・ 

森
田
家
住
宅
主
屋
、
見
世
蔵
、
前

の
蔵
、
味
噌
蔵
、
西
蔵
、
旧
米
蔵
、

御
看
経
堂
、
門
、
板
塀

・
小
机
家
住
宅

・
大
悲
願
寺
本
堂

・
真
照
寺
薬
師
堂

・
猿
曳
駒
絵
馬

公
開
期
間
や
場
所
な
ど
、
詳
し
い

情
報
は
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
の
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
見
学
の
際
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

①
37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
や
咳
・
咽

頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
お

控
え
く
だ
さ
い
。

②
過
去
２
週
間
以
内
に
政
府
か
ら
入

国
制
限
、
入
国
後
の
観
察
期
間
を

必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
・
地
域
へ

の
訪
問
歴
及
び
当
該
在
住
者
と
の

濃
厚
接
触
が
あ
る
方
は
お
控
え
く

だ
さ
い
。

③
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

手
洗
い
や
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

11
月
２
日
（
火
）
～
30
日
（
火
）

に
旧
市
倉
家
住
宅
で
昔
の
七
五
三
の

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

七
五
三
と
は
、「
小
児
の
年
祝
い
。

江
戸
時
代
以
来
、
男
児
は
三
歳
と
五

歳
、
女
児
は
三
歳
と
七
歳
と
を
主
と

し
、
11
月
15
日
に
晴
れ
着
を
ま
と
っ

て
氏
神
社
に
ま
い
り
、
無
事
成
育
を

祈
願
し
た
習
俗
」（
国
史
大
事
典
よ
り
）

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
今
で
も
、
11

月
に
な
る
と
袴
や
着
物
な
ど
の
晴
れ

着
を
着
て
家
族
で
出
か
け
て
い
る
風

景
を
見
る
こ
と
が
あ
り
、
現
代
で
も

親
し
ま
れ
て
い
る
風
習
で
す
。

七
五
三
と
言
え
ば
、「
千
歳
あ
め
」

や
「
鳥
の
子
餅
」
な
ど
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。「
千
歳
あ
め
」
は
、
紅
白
に

染
め
分
け
た
細
長
い
棒
状
の
あ
め
で
、

松
竹
梅
や
鶴
亀
な
ど
が
刷
ら
れ
た
長

い
袋
に
入
っ
て
い
ま
す
。
七
五
三
だ

け
で
な
く
お
宮
参
り
に
も
縁
起
物
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。「
鳥
の
子
餅
」

は
、
卵
の
形
を
し
た
紅
白
の
餅
で
、

こ
ち
ら
は
七
五
三
の
ほ
か
に
婚
礼
の

お
祝
い
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
古

民
家
「
旧
市
倉
家
住
宅
」
に
て
、
昔

の
七
五
三
の
写
真
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

ま
た
、
郷
土
館
で
は
古
い
写
真

を
集
め
て
い
ま
す
。
今
回
展
示
す
る

七
五
三
な
ど
行
事
の
写
真
だ
け
で
な

く
、
日
常
を
切
り
取
っ
た
写
真
も
集

め
て
い
ま
す
。「
実
家
を
掃
除
し
て
い

て
昔
の
写
真
が
出
て
き
た
」「
若
い
頃

に
撮
影
し
た
地
域
の
写
真
が
あ
る
」

な
ど
、
地
域
の
様
子
や
風
景
が
納
め

ら
れ
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

郷
土
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
電

話
は
０
４
２-

５
９
６-

４
０
６
９　

月
曜
休
館
、
祝
日
の
場
合
は
開
館
、

翌
日
火
曜
休
館
）

市
指
定
文
化
財

「
旧
市
倉
家
住
宅
」

七
五
三
展
示

深沢家屋敷跡（都史跡）

七五三展示

旧市倉家
住宅

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
１

開
催
中
！

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

寄
贈
作
品
の
紹
介

平
成
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
は
、

今
年
度
で
29
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
29
年
度
に
招
へ
い
し
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

作品タイトル　「神々が住んでい
るところ」
作者コメント　「モチーフは、アー
トスタジオ五日市周辺のものです。
雨が降った後、霧が湧いた山、９月
に咲いた彼岸花、お祭りで会った子
ども達、近くに住む太ったネコ、道
沿いにある給水施設、バス停など、
それらを一緒に組み合わせて作品に
しました。」

作品タイトル　「獅子」
作者コメント　「阿伎留神社例大祭
の獅子舞がモチーフです。五日市の染
物である黒八丈をヒントに、鉄塩を発
生させるサイアノタイプ（日光写真）に
ヤシャブシの実を用いて色を作ってい
ます。五日市に伝わる伝統技法で、昔
から続くお祭りをテーマに描くことで、
市内で感じた歴史と文化を表現できる
のではないかと考え制作しました。」

作品タイトル　「昔の軍道紙
を顕微鏡撮影し銅版画として
あきる野の土で刷る」
作者コメント　「昔と現代の軍
道紙それぞれを顕微鏡で拡大撮影
し、それを銅版画の技法で軍道紙
に刷ることによって、文化の変遷
のあり方を考え、時間、時代感覚
の不安定さの表現を試みました。」

李
リ ー

 彦
イェン

蓁
ジェン

 さん（台湾） 所
ところ

 彰
あ き

宏
ひ ろ

 さん（日本） 滝
た き

澤
ざ わ

 徹
て つ

也
や

 さん（日本）

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
が
い

る
家
庭
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
、
保
護
者
に
学
用
品
費
、
修
学

旅
行
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
教
育
費

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
場
合
、
援
助
費
の
適

用
は
、
申
請
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
に
な
る
か
迷
わ
れ
る
場
合

は
、
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　
次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
令
和
３
年
度
に
あ
き
る
野
市
に
住

所
が
あ
る
、
ま
た
は
あ
き
る
野
市

立
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者

②
世
帯
の
収
入
基
準
額
な
ど
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
家
庭

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

　

教
育
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
就
学
援
助
費
の
申
請
は
、
毎
年
度

手
続
き
が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
度
小
・
中
学
校
の
入
学

に
係
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学

前
支
給
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

○
支
給
対
象
者

　
次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
年
長
未
就
学

児
、
小
学
校
６
年
生
の
保
護
者
、

ま
た
は
令
和
４
年
度
に
あ
き
る
野

市
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
こ

と
を
教
育
委
員
会
が
承
諾
し
た
年

長
未
就
学
児
、
小
学
校
６
年
生
の

保
護
者

②
令
和
３
年
度
の
就
学
援
助
認
定
基

準
を
満
た
す
年
長
未
就
学
児
、
小

学
校
６
年
生
の
保
護
者

※
令
和
３
年
度
の
就
学
援
助
認
定
を

受
け
て
い
る
小
学
校
６
年
生
に
つ

い
て
は
、
入
学
前
支
給
を
行
い
ま

す
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

○
申
請
方
法

　

年
長
未
就
学
児
の
保
護
者
に
は
、

９
月
に
送
付
し
た
就
学
時
健
康
診

断
の
通
知
に
、
申
請
書
を
同
封
し

て
い
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
年
長
未
就
学
児
の
入
学
前
支
給
を

希
望
す
る
場
合
は
、
兄
弟
が
令
和

３
年
度
の
就
学
援
助
認
定
を
受
け

て
い
る
家
庭
に
つ
い
て
も
申
請
が

必
要
で
す
。

就
学
援
助
費
の
申
請
は

お
早
め
に

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
の
入
学
前
支
給

申請書とお知
らせは、ホーム
ページにも掲
載しています。

申
込
み・問
合
せ　
教
育
総
務

課
学
務
係（
市
役
所
２
階
）

教
育
広
報
「
あ
き
る
野
の
教
育
」
に
対
す
る
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
お
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係　
☎
０
４
２
ー
５
５
８
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
９
１
１
）

東京文化財
ウィークＨＰ
はこちらから


